
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

台風の季節がやってきます。

近年の台風の強化・豪雨の頻発

は、「人間活動の影響が、地球を

温暖化させてきたことを疑う余

地はない」とされています。各

地で大規模な水害が起き、河川

沿いにお住いの方からは、不安

の声が絶えません。 

私は、市民のいのち・財産を

守るために、緑地の公有地化の

優先見直しを求めました。 

市は「優先地域を位置づけ、

公有地化を図る」とし、柳瀬川 

沿いは対象外で 

す。しかし現在、 

遊水池の役割を果

たし、水害軽減の一役を担う

緑地に、開発計画がありま

す。住民の不安が高まる中、

防災の視点も公有地化の優先

項目に入れるべきです。 

 住民も再三、市や都に掛け

合いましたが「柳瀬川下流か

ら対策工事を行っている（ま

だ進まない状況）」との回答

のみ。「想定外の災害が起き

る状況で開発が進み、水害被

害が起きたら誰が責任を取る

のか」との私の質問に、市は

「自助・共助・そして公助

だ」を繰り返すばかり。 

明確な答弁は 

ありません。 

活動報告・今後の日程 

８月７日 「多摩地域の 

有価フッ素化合物（ＰＦＡＳ）

汚染を明らかにする会」 

 発足のつどいに参加しまし

た。横田基地周辺で、ＰＦＡＳ

に汚染された水道水・井戸水を

飲み続けることが、私たちの健

康にどのような影響を与える

のでしょうか。希望者による血

液検査実施で実態を明らかに

し、環境汚染の解決をすすめて

いく取組がすすめられます。 

８月２４日～３１日 

核兵器廃絶と平和展 

市は 1987 年に「核兵器廃

絶平和都市宣言」を行っていま

す。今こそ声を大にして。 

 

９月１８日 映画 

「わが青春つきるとも」 

～伊藤千代子の生涯～ 

①13：30～ ②16：00～ 

東村山中央公民館で上映です。 

100 年前、権力に抗った

一人の女性。天皇を頂点に

した帝国主義の日本で、国

民は「天皇の臣民」とされ、

個人の自由や権利は厳しく

制限されていました。検挙

され激しい拷問を受ける

中、獄中においても侵略戦

争に反対し、主権在民、ジェ

ンダー平等を訴え続ける千

代子さん。今、観ておきたい

映画です。（前売券あります。お

声かけください）  
 

 

 

 コロナ禍に加えて物価の高

騰、燃料費の高騰が市民生活

や市内事業に大きな影響を与

えています。 

そうした中で、市は東村山

農業者・企業等への「燃料費応

援金」を創設しました。ぜひご

活用ください。 

 

★詳細は市報８月１日号の２

面、またはホームページを 

ご覧ください。⇒ 

 

対象となる経費 

事業用に購入した燃料費 

対象期間 

2022年４月１日 

～2023年１月 31日 

申込期限 

2023年 2月 15日 

応援金額 

購入額の３０％ 

支給限度額 

農業者・個人事業主３０万円

法人４０万円 

 ＜秋津事務所＞ 

秋津町４－39－71  

 ＜青葉事務所＞ 

青葉町 2－28－6  

燃料費高騰への支援活用を 

気候危機！水害対策としての緑地保全を 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東村山民報 ２０２２年９月号外 山田たか子活動紹介です。 

◇東村山民報社◇ 小松恭子 東村山市美住町１－２－５ 

どうする？全生園の今後② 
 東村山で育った私が全生園に自ら足を運ん

だのは、「小学校の授業で行ったハンセン病資

料館を回り切れなかった」という、我が子の

一言がきっかけでした。それまでハンセン病

のことも、隔離のこともしっかり学んだこと

がなく、全生園は、入って良いのかどうか「近

いのに、なんとなく遠いところ」という、漠

然としたものでした。 

資料館へ行き、見るもの一つ一つに驚き、

とてつもない偏見差別の歴史を目の当たりに

して、言葉を失いました。何故こんなことが

起きたのか、そして、何故これまで知らずに

過ごせてきてしまったのか。 

その後、市議候補となった私は、全生園の

入所者さんと交流をもち、お正月には宮本徹

衆議院議員と尾崎あや子都議会議員と共に、

毎年恒例の、新年のご挨拶周りに同行させて

いただきました。「これから、日本共産党の議

員が挨拶にまわります」という園内放送が入

ることに驚き、皆さんが温かく迎え入れてく

ださったことが印象的です。 

その後、交流が絶たれたのはコロナの流行

です。その間、電話の交流では「かつての隔

離を思い出す…」とのお話も伺いました。 

いま議会内では、全生園の今後を考える研

究会が立ち上がりました。 

 

 

 

 

どなたでも傍聴できます。一緒に学んでみま

せんか。詳細は、お気軽にお尋ねください。 

 今年の８月は、東村山と所沢の平和展に足を

運びました。「空襲」と聞くと「東京大空襲」

が浮かびますが、所沢には基地があり、東村山

でも空襲がありました。 

 戦争展では、空襲体験を伺いました。「疎開」

は、子どもの命を守るものではなく、将来の兵

隊を失わないことが目的だった、と。その証拠

に、障がい児（「役に立たない」との優生思想！）

の子たちは疎開しなかったそうです。何も知ら

ず、遠足気分で向かった茨城の地。お母さんが

作ってくれたお赤飯のおにぎりを大事にとっ

ておいたら傷んでしまい、「捨てなさい！」と

言われ…、夜になると泣き始める子も。６年生

だけが先に戻ることになり、慕ってくれた下級

秋津・青葉にお住いの方は――― 

東部地域包括支援センター 

０４２－３９２－６３８８ 

へご相談ください！ 

★（月）から（土）の午前９時から午後５時 

（電話相談は、２４時間３６５日体制です） 

 

✤山田たか子    ✤いま しんぶん赤旗 がおもしろい！ 

ツイッタ‐        日刊紙 月３，４９７円（一部売１３０円） 

             日曜版 月９３０円 （一部売２４０円） 
                     日刊紙 電子版（月 3,497円） 

生の手を振り払って汽車に乗ったこと。戻った

我家が焼夷弾で焼かれて逃げ、その後、家族で

父を探したこと。その際に見つけた亡骸が、父

親ではなかったことにホッとしたこと（自分の

ことだけで精一杯だった…と）。子どもの視点

での辛い記憶。それらを背負って生きてこられ

たのです。 

 「神風が吹く」「日本が負けるわけがない」と

信じ切り「今では信じられないくらいの軍国少

女だった」と振り返り、それが教育の力の怖さ

だ、とも語られました。 

私が一番印象的だったことは、「突然戦争が

始まるのではなく①戦争に反対する人を黙ら

せ②お金や武器などの準備を始め、戦争が始ま

るのだ」と。今と戦前がよく似ていると言われ

る理由ですね。「そこに気付くことが大切なん

です」と強く訴えられていました。二度と繰り

返さないこと。声をあげられなくなる前に！ 

 介護や福祉などくらしのお困りごとなど、誰に相

談したら良いのかわからない時はありませんか？ 

そんな時は、市の総合機関にご相談いただけます。 

ご近所で お困りのご高齢の方は

いらっしゃいませんか？ 

１０月１３日（木）１０時～ 

儀同政一さんを講師にお迎えして 

「ハンセン病と人権」の学習会を開催します 

 

なんといっても教育が大切 

いま 戦争の足音が…？ 

 


